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ユーザーインターフェース開発における状態認知性のモデル検査
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設計問題検証自動化の基本的な流れ

検証内容

開発における問題点 手法・ツールの適用による解決

on-off式のスイッチで内部状態のon-offを操作
する場合、スイッチの状態で内部状態のon-off
を知ることができるが、これを押しボタン式のス
イッチに変更した場合、スイッチの状態で内部
の状態を知ることができなくなるなど、UIの操作
方式を変更したことにより、UIの表示状態まで
変更してしまう場合がある。

表示されるべき内部状態がUIの状態によって
ユーザに認知されうるかどうか、UIの設計を検
証するための仕組みを自動化する。

検証手法

検証モデル
生成

検証処理の自動化

検証結果
フィードバック

検証実施

問題と
その検証手段

実装設計モデル ソースコード

検証モデル 検証結果

（１）（２）

（４）

（３）

（１）設計フレームワークに従った設計において
発生しうる問題を認識

（２）認識した問題の有無を検証する手法を検討
（３）問題を顕在化できるように設計フレーワーク

を変更
（４）（２）で検討した検証手法を踏まえて、検証

モデル生成と検証実施処理を自動化

UI表示状態

内部状態が「on」のとき
とりうるUIの状態

内部状態が「oｆｆ」のとき
とりうるUIの状態

内部状態が「on」のとき
とりうるUIの状態

内部状態が「oｆｆ」のとき
とりうるUIの状態

内部状態

on

off

on

off

問題なし

UI表示状態が

のとき、onか
offか区別が
つかない

内部状態の違う状
態に対して、UIが同

じ状態になる場合が
ないかを検証する。

【設計モデルへの変更】
ユーザが認知できるUIの状態と、ユーザ

にに認知してほしい内部状態を指定でき
るように変更

【検証モデルの記述／検証系】

互いに通信して状態遷移を行うプロセス
を表現でき、とりうる状態の網羅的検査
が可能なpromela/SPINを利用

【検証の自動化】
promelaでは記述が面倒になるクラス・
インスタンスの表現や多対多通信などの
表現も、設計情報から自動生成
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